
九
十
九
里
平
野
に
沿
け
る
塚
埼
新
旧
の
開
発
と
村
落
構
成

ー
l
後
進
地
帯
に
お
け
る
町
人
請
負
新
田
の
事
例
ー
ー
ー

菊

地

夫

利

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

て
小
論
の
問
題
意
識

近
世
の
最
先
進
地
帯
の
京
都
・
大
阪
や
名
古
屋
付
近
の
大
阪
湾
岸
・
伊
勢
湾
岸
や
旧
大
和
川
跡
に
町
人
請
負
新
田
が
元
禄
期
か
ら
多
数
開

発
さ
れ
た
。
そ
れ
は
経
済
的
に
は
新
田
地
主
が
企
業
的
利
潤
を
追
求
す
る
営
農
組
織
体
で
あ
り
、
社
会
的
に
は
周
縁
の
古
村
社
会
に
与
え

る
影
響
が
大
き
く
、
そ
の
作
用
は
封
建
的
基
盤
を
つ
き
く
ず
し
、
崩
壊
を
促
進
す
る
新
村
で
あ
る
。
と
の
事
実
に
つ
い
て
は
す
で
に
し
ば

こ
の
小
論
で
と
り
あ
げ
る
九
十
九
里
平
野
に
開
発
さ
れ
た
塚
埼
新
田
は
享
保
期
の
町
人
請
負
新
田
で
あ
り
な
が

し
ば
発
表
し
た
が

ω、

ら
、
そ
の
場
所
は
後
進
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
進
地
帯
の
町
人
請
負
新
田
の
営
農
組
織
と
村
落
構
成
と
は
い
ち
じ
る
し
く
対
照
的
で

あ
る
。
お
よ
そ
新
田
の
経
済
的
、
社
会
的
性
格
は
幕
藩
の
新
田
政
策
に
左
右
さ
れ
、
周
縁
の
古
村
の
農
民
分
解
や
経
済
発
展
の
程
度
が
い

ち
じ
る
し
く
反
映
し
て
い
る
が
、
こ
の
塚
埼
新
国
を
後
進
地
帯
に
開
発
さ
れ
た
町
人
請
負
新
田
の
事
例
と
し
て
、
先
進
地
帯
の
町
人
請
負

新
田
と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

57 
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ニ
、
近
世
中
期
に
お
り
る
東
金
代
官
の
計
画
に
よ
る
九
十
九
里
平
野
の
新
田
開
発

か
つ
て
九
十
九
里
平
野
の
集
落
列
の
起
源
に
つ
い
て
恩
師
内
田
寛
一
博
士

ω
が
何
人
よ
り
も
さ
き
が
け
て
発
表
し
、

つ
づ
い
て
青
野
寿

郎
博
士
ら
の
臨
海
集
落
の
研
究

ω
の
発
表
が
あ
り
、
九
十
九
里
平
野
の
集
落
は
多
く
の
集
落
研
究
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
。
九
十
九

皇
平
野
の
古
村
列
は
両
総
台
地
と
九
十
九
里
平
野
の
接
触
線
上
の
都
市
列
と
内
陸
の
三
つ
の
砂
正
列
に
そ
れ
ぞ
れ
の
古
村
列
が
あ
る
。
こ

の
古
村
列
の
外
側
が
岡
集
落
と
い
わ
れ
る
臨
海
村
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
村
列
の
聞
に
近
世
に
お
い
て
三
列
の
新
国
が
開
発
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
接
触
線
上
の
都
市
か
ら
分
村
し
た
村
受
新
田
は
近
世
初
期
の
開
発
で
あ
る
。
近
世
中
期
に
開
発
さ
れ
た
新
田
列
は
二
列
で
東
金

代
官
の
計
画
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
列
は
岡
集
落
の
前
面
に
開
発
さ
れ
た
村
受
新
国
で
あ
る
。
元
禄
期
に
盛
大
を
き
わ
め
た
地
曳

網
漁
業
で
増
加
し
た
漁
業
者
が
、
享
保
期
か
ら
は
じ
ま
る
イ
ワ
シ
の
不
漁
で
親
村
の
漁
村
の
過
剰
人
口
が
い
ち
じ
る
し
く
堆
積
し
、
こ
れ

を
収
容
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
子
村
新
田
で
あ
る
。
他
の
一
列
は
内
陸
の
低
湿
地
帯
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
は
村
受
新
田
や
持

添
新
国
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の
町
人
請
負
新
田
が
み
ら
れ
る
。
と
の
小
論
の
塚
埼
新
田
は
こ
れ
ら
の
町
人
請
負
新
田
の
一
つ

で
あ
る
。

も
と
も
と
こ
の
低
湿
地
帯
の
開
発
願
い
は
元
禄
期
か
ら
あ
っ
た
が
、
当
時
の
将
軍
の
側
用
人
と
し
て
権
勢
な
ら
ぶ
者
な
き
柳
沢
吉
保
の

強
力
な
反
対
が
あ
っ
た
。
柳
沢
氏
の
生
母
の
出
生
地
が
こ
の
低
湿
地
帯
の
周
縁
に
あ
る
古
村
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
低
湿
地
帯
の
水
上

の
古
村
は
、
と
こ
を
水
田
排
水
溜
め
と
し
て
、
水
下
の
古
村
は
こ
と
を
水
田
用
水
源
と
し
、
あ
る
い
は
低
湿
地
帯
に
隠
し
新
田
を
聞
き
、

そ
の
縁
辺
の
砂
丘
の
松
林
を
採
草
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
新
田
開
発
が
低
湿
地
帯
に
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
利
益
の
失
う
こ
と
を
恐
れ
た

周
縁
の
古
村
は
柳
沢
氏
の
権
勢
を
利
用
し
て
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
享
保
期
に
入
る
と
柳
沢
氏
の
失
脚
で
政
治
的
圧
力
は
な
く
な



り
、
江
戸
町
奉
行
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
享
保
の
新
田
開
発
令
」
が
発
令
さ
れ
た
の
で
、
東
金
代
官
が
臨
海
村
落
の
過
剰
人
口
対
策
と
し
て
岡

集
落
の
村
受
新
田
・
持
添
新
田
を
聞
き
、
さ
ら
に
こ
の
低
湿
地
帯
を
開
発
し
て
東
金
代
官
領
十
五
万
石
の
年
貢
増
加
の
た
め
に
本
格
的
に

開
発
を
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
低
湿
地
帯
の
開
発
に
は
大
規
模
な
排
水
路
の
開
通
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
工
事
費
に
つ
い

て
幕
府
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
町
人
請
負
新
田
を
好
ま
な
い
幕
府
も
い
く
つ
か
の
町
人
請
負
新
田
を
認
め
て
町
人
か
ら
高
額
の
地

代
金
を
徴
収
し
て
、
と
れ
を
排
水
路
工
事
費
に
当
て
よ
う
と
し
た
。
幕
府
領
に
お
い
て
は
新
田
開
発
の
公
共
事
業
費
の
ね
ん
出
方
法
を
先

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

進
地
帯
に
お
い
て
よ
く
こ
の
よ
う
な
方
法
で
所
在
代
官
が
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
小
論
の
塚
埼
新
田
は
こ
の
目
的
で
許
さ
れ
た
町

人
請
負
新
田
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
排
水
路
は
む
か
し
か
ら
小
次
郎
溝
と
い
わ
れ
て
い
る
用
水
路
を
拡
大
し
た
現
在
の
真
亀
川
で
あ
り
、

真
亀
川
開
通
に
よ
っ
て
こ
の
低
湿
地
帯
に
多
く
の
村
受
新
田
と
持
添
新
田
の
開
発
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
、
塚
埼
新
田
の
開
拓
過
程

塚
埼
新
田
の
請
負
人
は
江
戸
鉄
砲
州
の
材
木
商
で
あ
る
家
徳
屋
と
伊
勢
屋
で
あ
っ
た
。
家
徳
崖
は
近
世
を
通
し
て
代
々
の
東
金
代
官
に

東
金
領
十
五
万
石
や
福
島
領
の
年
貢
を
担
保
と
し
て
金
融
を
し
て
い
た
こ
と
が
現
存
す
る
多
く
の
証
文
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
東
金
代
官

は
こ
れ
ら
の
町
人
か
ら
地
代
金
を
で
き
る
だ
け
多
額
に
徴
集
し
て
同
時
に
村
受
新
田
を
開
発
す
る
低
湿
地
帯
の
排
水
路
と
周
縁
の
古
村
に

お
け
る
排
水
不
良
の
水
田
の
土
地
改
良
に
要
す
る
工
事
費
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
策
金
代
官
と
新
田
開
発
者
の
と
の
点
に
つ
い
て

の
交
渉
は
、
第
一
回
目
に
開
発
者
か
ら
低
湿
地
二
百
五
十
町
歩
・
松
林
地
二
百
五
十
町
歩
・
合
計
五
百
町
歩
の
開
発
権
利
の
た
め
に
地
代

金
二
千
両
を
納
め
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
千
両
を
納
め
た
。
第
二
回
目
は
東
金
代
官
が
低
湿
地
帯
約
九
百
二
十
町
歩
に
新
田
開
発
を
競
願
す

59 

る
他
の
者
と
共
同
開
発
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
が
、
家
穂
屋
と
伊
勢
屋
は
二
家
の
請
負
と
し
て
五
百
町
歩
に
限
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
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の
た
め
に
地
代
金
を
さ
ら
に
五
百
両
を
納
め
た
。
第
三
回
目
に
東
金
代
官
は
家
穂
屋
、
伊
勢
屋
二
家
の
開
発
地
割
当
は
二
百
四
十
町
歩
に

減
じ
、
地
代
金
は
既
納
の
千
五
百
両
と
し
、
鍬
下
年
季
三
カ
年
、
と
の
期
間
は
役
米
と
し
て
反
当
り
米
一
升
五
合
、
計
七
五
石
の
上
納
と

策
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
背
後
に
い
か
な
る
事
情
が
存
在
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
巧
み
な
東
金
代
官
の
地
代
金
の
釣
り
あ
げ

決
路
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
代
金
は
家
徳
屋
八
五

O
両
、
伊
勢
屋
六
五

O
両
を
負
担
し
、
新
国
検
地
を
う
け
て
か
ら
、
地
代
金
負

担
の
割
合
に
比
例
し
て
塚
埼
新
田
を
二
分
し
て
、
家
徳
新
田
と
広
瀬
新
田
と
し
て
別
々
に
経
営
さ
れ
た
。

か
く
て
家
徳
新
田
は
享
保
八
年
四
月
に
開
発
願
い
を
提
出
し
て
か
ら
、
周
年
十
月
に
許
可
、
十
一
月
か
ら
古
村
か
ら
の
雇
用
労
働
力
を

使
っ
て
開
発
に
着
取
、
翌
九
年
春
に
家
徳
新
田
の
耕
地
の
過
半
を
開
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
家
徳
新
田
に
も
広
瀬
新
田
に
も
移
住
を
・
申
し
こ

む
農
民
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
東
金
代
官
と
江
戸
町
奉
行
の
権
力
と
奨
励
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
百
戸
余
の
移
住
百
姓
を
得
て
、
享
保
十

二
年
に
検
地
、
新
田
百
姓
が
そ
の
と
き
に
は
減
少
し
て
六
五
戸
が
定
着
、
こ
と
に
こ
つ
の
町
人
請
負
新
田
が
成
立
し
た
。

享
保
二
十
年
の
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
家
徳
新
田
の
一
二
三
町
歩
の
う
ち
水
田
は
十
二
町
歩
、
下
畑
は
二
二
町
歩
で
あ
る
。
ま
た
二
六
町

歩
の
低
湿
地
は
す
み
や
か
に
水
田
化
す
べ
く
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
は
永
取
り
の
土
地
と
指
定
さ
れ
た
。
林
畑
・
麗
萱
畑
・
野
畑
六
三
町

歩
は
燃
料
、
採
草
地
と
し
て
残
さ
れ
た
。
新
回
面
積
の
約
九
%
が
水
田
、
約
一
八
%
が
畑
、
残
り
七
三
%
が
山
林
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は

田
畑
の
開
拓
が
進
行
す
る
よ
り
、
排
水
路
の
機
能
が
低
下
し
た
と
見
え
て
、
享
和
期
の
新
田
畑
書
上
帳
に
よ
れ
ば
、
水
田
は
減
じ
て
五
町

七
反
歩
と
な
り
、
約
六
町
三
反
歩
は
霞
萱
地
成
り
と
し
て
年
貢
一
引
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
水
固
化
す
べ
き
二
六
町
歩
は
い
ぜ
ん
と
し
て
そ

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
下
畑
と
林
畑
な
ど
の
面
積
は
享
保
の
検
地
帳
と
同
じ
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
新
田
検
地
後
、
七
八
十
年
を
経
過
す
る

う
ち
に
極
端
に
新
田
耕
地
が
悪
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
享
和
期
か
ら
七

O
年
後
の
明
治
六
年
に
お
け
る
地
租
改
正
の
た
め
に
お
こ
な

わ
れ
た
旧
反
別
調
査
に
よ
れ
ば
、
家
徳
新
田
の
水
田
は
四
六
町
五
反
歩
、
畑
二
六
町
二
反
歩
、
山
林
五
三
町
六
反
歩
、
宅
地
六
町
三
反
歩



と
な
っ
て
い
る
。
新
田
の
三
七
万
は
水
田
と
し
て
聞
か
れ
、
畑
は
二
一
%
に
減
少
し
、
山
林
は
四
二
%
に
減
少
し
て
い
る
。
近
世
後
期
に

真
亀
川
の
排
水
機
能
の
改
善
に
よ
っ
て
家
徳
新
田
の
復
興
が
い
ち
じ
る
し
く
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
家
徳
新
田
の
戸
口
も
二
倍
近
く
に

増
加
し
、
明
治
六
年
に
は
、
享
保
期
の
三
五
戸
か
ら
六
五
戸
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
労
働
力
の
増
加
も
大
き
く
新
回
復
興
に
貢
献
し
て

い
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

回
、
自
小
作
農
か
ら
な
る
異
例
の
村
落
構
成

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

家
徳
・
広
瀬
の
二
新
国
は
開
発
初
期
に
新
田
百
姓
を
募
集
し
て
も
集
ら
な
か
っ
た
。
享
保
二
十
年
の
検
地
の
と
き
、
新
田
地
主
か
ら
検

地
役
人
に
提
出
し
た
「
塚
埼
新
田
発
端
之
訳
」

ω
の
中
に
、
江
戸
町
奉
行
と
東
金
代
官
の
権
力
に
よ
っ
て
塚
埼
付
近
の
古
村
と
江
戸
か
ら

よ
う
や
く
百
戸
余
の
新
田
百
姓
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
べ
て
い
る
。
塚
埼
新
田
に
新
田
百
姓
が
集
ら
な
か
っ
た
理
由
は
い
ろ
い
ろ

と
考
え
ら
れ
る
。
塚
埼
新
田
が
開
発
さ
れ
て
い
た
と
き
、
九
十
九
里
浜
の
同
集
落
で
は
過
剰
人
口
を
か
か
え
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
村
受
新

田
を
聞
き
、
分
家
に
新
田
の
土
地
を
平
均
割
に
わ
け
与
え
、
自
作
農
の
新
村
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
九
十
九
里
平
野
の
低
湿
地
帯
の
古
村
も

代
官
の
計
面
に
よ
る
排
水
路
に
よ
っ
て
、
こ
の
低
湿
地
帯
に
古
村
の
持
添
新
田
を
開
発
し
て
古
村
農
民
の
自
営
耕
地
を
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
た
が
っ
て
町
人
請
負
新
田
に
移
住
し
て
新
田
小
作
農
に
な
る
と
い
う
不
利
を
何
人
も
好
む
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

近
世
中
期
の
九
十
九
里
平
野
は
一
般
的
に
は
農
民
分
解
の
進
行
も
い
ち
じ
る
し
く
な
く
、
農
民
的
な
技
術
と
資
本
の
段
階
で
開
発
が
で
き

る
土
地
が
充
分
に
広
く
あ
っ
た
。
近
世
中
期
の
先
進
地
帯
の
よ
う
に
農
民
的
段
階
に
よ
る
開
発
が
で
き
る
土
地
は
す
で
に
限
界
に
達
し
、

巨
大
な
町
人
資
本
と
高
度
の
土
木
技
術
に
よ
ら
な
け
れ
ば
開
発
が
で
き
な
い
地
方
と
は
異
な
り
、
他
面
、
広
汎
な
農
民
の
両
極
分
解
が
進
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展
し
て
い
た
古
村
に
零
細
農
が
お
び
た
だ
し
く
発
生
し
て
耕
地
が
不
足
し
、
人
口
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
た
地
方
に
開
発
さ
れ
た
町
人
請
負
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新
固
に
、

ひ
き
も
き
ら
ず
に
新
田
小
作
農
と
し
て
、
あ
る
い
は
出
作
り
小
作
農
と
し
て
流
入
し
た
こ
と
と
は
事
情
を
異
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。か

く
て
町
人
請
負
新
田
で
は
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
に
特
異
な
村
落
構
成
が
で
き
あ
が
っ
た
。
町
人
請
負
新
回
に
お
い
て
は
、
前
期
に
開

発
さ
れ
た
も
の
は
全
国
的
に
新
田
百
姓
が
永
小
作
農
で
あ
り
、
中
期
と
な
一
っ
て
も
後
進
地
帯
に
少
数
の
開
発
を
み
た
町
人
請
負
新
田
の
村

落
は
や
は
り
永
小
作
農
の
集
団
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
町
人
請
負
新
田
に
流
入
す
る
新
田
百
姓
が
す
く
な
い
の
で
、
そ
の
耕
作
権
を
優
遇

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

し
て
新
田
百
姓
を
多
数
集
め
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
必
要
な
方
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
請
負
開
発
す
る
町
人
の
資
本
が
小
さ
く
、
新
聞
百
姓

が
自
家
労
働
力
で
開
拓
し
、
さ
ら
に
家
作
料
・
農
兵
・
稲
籾
や
食
糧
を
自
前
で
負
担
し
た
と
と
か
ら
、
町
人
請
負
新
田
に
流
入
し
た
農
民

が
永
小
作
農
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
近
世
中
期
か
ら
の
先
進
地
帯
に
聞
か
れ
た
町
人
請
負
新
田
で
は
新
田
百
姓
は
普
通
小
作
権
し

か
持
っ
て
い
な
い
。
小
作
農
と
し
て
新
田
へ
移
住
し
た
り
、
出
作
り
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
零
細
農
は
古
村
に
大
量
に
存
在
す
る
し
、
新

問
地
主
は
巨
大
な
商
業
資
本
を
新
田
開
発
に
投
資
し
て
、
雇
用
労
働
力
で
耕
地
を
整
備
し
、
家
屋
を
建
て
、
新
田
百
姓
を
入
植
さ
せ
、
彼

等
に
再
生
産
に
必
要
な
農
具
・
籾
・
食
糧
を
与
え
る
ζ

と
が
で
き
た
。

再
生
産
費
と
し
て
必
要
な
部
分
を
与
え
て
、
残
り
全
量
を
小
作
料
と
し
て
徴
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
み
れ

新
回
百
姓
に
普
通
小
作
権
を
与
え
、

収
穫
の
う
ち

そ
の
結
果
、

ば
、
塚
埼
新
田
は
自
小
作
農
の
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
に
興
味
あ
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
関
係
を
「
塚
埼
百
姓
証

の
中
に
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

文」

ω
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一
、
御
公
儀
様
御
慈
悲
を
以
て
我
等
地
持
百
姓
に
罷
成
候
に
付
右
之
地
所
者
質
地
に
書
入
亦
者
売
地
に
仕
間
敷
旨
奉
畏
候

候
而
他
村
両
日
引
越
申
候
に
は
百
姓
一
名
断
絶
不
仕
候
様
に
代
り
百
姓
相
建
右
之
家
屋
敷
地
所
不
残
相
渡
し
可
申
候

-
、
私
共
持
地
之
外
貴
殿
所
持
之
地
所
私
共
よ
り
開
発
仕
候
三
年
之
閑
従
御
代
官
様
御
割
付
之
通
り
に
相
納
四
年
目
よ
り
小
作
年
貢
を

以
相
納
候

無
拠
儀
御
座
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-
、
元
小
作
地
之
儀
に
御
座
候
得
は

作
被
成
侯
共
違
背
申
間
敷
候

三
ヶ
年
相
過
候
開
発
地

貴
殿
に
御
取
上
け
被
成

何
処
之
者
向

小
作
に
御
入
れ
被
成
侯
共
又
者
御
手

-
後
略

i

「
塚
埼
百
姓
証
文
」
に
よ
れ
ば
、
新
聞
百
姓
は
一
戸
に
つ
き
家
作
料
二
両
二
分
、
農
具
代
反
当
り
銭
六
二
四
文
を
与
え
ら
れ
た
。
六
九
戸

の
新
田
百
姓
は
そ
の
補
助
金
と
自
己
の
入
植
資
金
に
応
じ
て
、
宅
地
・
芝
地
(
畑
に
な
る
土
地
)
・
埜
地
(
田
と
な
る
土
地
)
を
購
入
し

た
。
四
三
戸
は
宅
地
一
反
歩
・
芝
地
二
反
歩
・
埜
地
一
・
八
反
歩
を
購
入
し
た
。

一
八
戸
は
宅
地
一
反
歩
・
芝
地
二
反
歩
を
購
入
し
た
。

一
戸
は
宅
地
一
一
反
歩
・
芝
地
一
反
歩
を
購
入
し
た
。
ま
た
宅
地
一
反
歩
b
購
入
者
も
二
戸
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
宅
地
一
反
歩
・
芝

地
・
埜
地
一
町
九
反
歩
の
購
入
者
と
、
宅
地
一
反
歩
・
埜
地
一
町
四
反
歩
の
購
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
戸
。
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
合
計
は
宅
地

六
町
八
反
八
畝
歩
・
芝
地
十
三
町
九
反
二
畝
歩
・
埜
地
十
二
町
一
反
四
敵
歩
と
な
り
、
塚
埼
新
田
の
総
面
積
の
十
四
%
を
し
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
町
人
請
負
新
田
の
農
民
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
自
作
地
と
宅
地
を
そ
の
新
田
内
に
所
有
せ
し
め
た
こ
と
は
、
新
田
百
姓
の
移

住
と
定
着
す
な
わ
ち
新
田
労
働
力
の
確
保
の
た
め
で
あ
り
、
こ
の
特
典
を
与
え
ら
れ
る
か
た
わ
ら
、
土
地
所
有
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
義

務
を
負
担
さ
せ
ら
れ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
一
条
に
お
い
て
、
自
作
地
は
他
村
の
者
へ
質
地
や
売
り
は
ら
っ
た
り
し
な
い
こ

と
、
離
村
す
る
こ
と
が
あ
ら
ば
代
り
の
百
姓
を
た
て
て
こ
れ
に
自
作
地
・
宅
地
を
売
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
国
労
働
力
の
減

少
を
防
ご
う
と
し
た
。
第
二
条
に
お
い
て
新
田
百
姓
の
自
作
地
以
外
の
土
地
は
入
植
し
た
労
働
力
を
も
っ
て
開
拓
し
て
、
新
田
百
姓
の
小

作
地
と
し
、
三
カ
年
は
鍬
下
年
季
の
田
の
役
米
を
納
め
、
四
年
目
か
ら
新
団
地
主
の
決
定
す
る
小
作
料
を
納
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
新
田
地

主
の
収
入
と
す
る
。
第
三
条
に
よ
れ
ば
こ
の
小
作
地
は
永
小
作
地
で
は
な
く
普
通
小
作
地
で
あ
り
、
新
田
地
主
が
手
作
り
地
と
し
て
も
よ

し
べ
小
作
人
の
と
り
か
え
も
ま
た
新
田
地
主
の
自
由
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

か
く
し
て
塚
埼
新
田
は
異
例
な
町
人
請
負
新
日
の
村
落
構
成
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
新
田
百
姓
の
出
身
地
も
ま
た
特
定
の
限



活

μcσ
，
五
戸
一
戸
同
広
場
培
K
L
正

σ，
苦
片
盆
付
言
白
砂
と
む

F
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零

trσ-t-4子
決
品

AFσ-
三
」
/
式

村
で
あ
っ
た
。
新
田
出
百
姓
触
警
が
幕
府
領
内
に
か
ぎ
ら
れ
、
他
の
大
名
領
の
古
村
に
は
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。

完
カ
ふ
徒
主
」
沼
E
J
を
仕
住
吾
、
却
と
す
と
幸
一
三
戸

一
艇
に
先
進
地
帯
の
町

人
請
負
新
田
の
村
落
構
成
は
、
在
村
す
る
少
数
の
新
国
小
作
農
と
お
び
た
だ
し
い
出
作
り
小
作
農
群
か
ら
な
り
、
新
田
面
積
の
う
冶
、
在

村
小
作
農
が
耕
作
す
る
耕
地
面
積
よ
り
出
作
り
小
作
農
の
そ
れ
の
広
い
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
る
に
塚
埼
新
田
に
お
い
て
は
家
徳
・

広
瀬
二
家
が
小
作
せ
し
め
て
い
る
新
田
労
働
力
は
す
べ
て
在
村
小
作
農
の
み
で
あ
っ
て
、
古
村
か
ら
の
出
作
り
小
作
農
は
な
い
。
ま
た
先

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

進
地
帯
の
町
人
請
負
新
田
で
は
在
村
小
作
農
は
世
襲
的
に
安
定
し
て
継
続
し
て
い
る
が
、
出
作
り
小
作
農
は
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
交

替
し
て
変
動
が
は
げ
し
い
。
わ
ず
か
の
小
作
地
で
も
手
に
入
れ
て
耕
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
零
細
農
が
古
村
に
多
く
、

し
か
も
高
率
小

作
料
を
徴
集
さ
れ
る
か
ら
な
が
く
っ
づ
か
な
い
。
古
村
の
零
細
農
は
こ
の
小
作
地
さ
え
も
手
離
し
て
つ
い
に
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
転
落

す
る
運
命
を
た
ど
る
。
新
田
地
主
か
ら
み
れ
ば
一
人
の
出
作
り
小
作
農
が
や
め
て
も
代
り
の
出
作
り
小
作
農
が
す
ぐ
に
現
わ
れ
る
か
ら
新

国
経
営
の
労
働
力
に
は
困
ら
な
い
。
こ
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
出
作
り
小
作
農
の
交
替
と
こ
れ
に
よ
る
農
民
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
古
村
へ
の
堆
積
こ

そ
封
建
体
制
の
基
盤
を
な
す
古
村
を
崩
壊
せ
し
め
る
作
用
で
あ
り
、
町
人
請
負
新
田
の
村
落
機
能
が
周
縁
の
古
村
に
及
ぼ
す
変
質
作
用
で

あ
っ
た
例
。

こ
れ
に
対
し
て
家
徳
・
広
瀬
の
町
人
請
負
新
田
の
村
落
構
成
は
古
村
に
は
町
人
請
負
新
田
へ
出
作
り
小
作
地
を
欲
し
て
い
る

よ
う
な
零
細
農
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
出
作
り
小
作
農
も
出
現
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
在
村
小
作
農
の
労
働
力
に
新
田
経
営
を
依
存
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
検
地
後
に
も
新
田
労
働
力
を
増
加
す
る
方
法
も
な
か
っ
た
の
で
、
耕
地
面
積
は
七
、
八
十
年
を
経
過
し
て
も
検
地
当
時
の

ま
ま
で
あ
り
、
水
田
化
を
命
じ
ら
れ
た
土
地
の
開
拓
も
手
が
つ
か
な
か
っ
た
。
後
進
地
帯
と
い
わ
れ
る
地
方
に
開
発
し
た
町
人
請
負
新
自

に
は
先
進
地
帯
の
そ
れ
の
よ
う
な
古
村
に
お
よ
ぽ
す
社
会
的
作
用
を
つ
い
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
顕
著
な
特
色
と
い
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わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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五
、
町
人
請
負
新
田
と
し
て
企
業
的
利
調
の
有
無

も
っ
と
も
興
味
あ
る
問
題
は
後
進
地
帯
に
開
発
さ
れ
た
か
よ
う
な
町
人
請
負
新
田
か
ら
は
、
先
進
地
帯
の
町
人
請
負
新
田
に
み
ら
れ
た

よ
う
な
企
業
的
制
潤
が
得
ら
れ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
開
発
資
本
(
地
代
金
と
そ
の
他
)
が
鍬
下
年
季
の
期
聞
に
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
う
か
。
新
団
地
主
は
当
然
支
出
す
べ
き
新
田
百
姓
の
家
作
料
・
農
具
代
を
東
金
代
官
に
支
出
せ
し
め
た
こ

と
や
地
代
金
の
一
部
を
新
田
百
姓
に
土
地
を
売
っ
た
三
二
町
九
反
四
畝
歩
の
分
に
よ
っ
て
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
開
発
資
本

の
回
収
を
や
や
容
易
に
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
残
り
の
地
代
金
と
開
拓
費
と
鍬
下
年
季
の
聞
の
役
米
を
ふ
く
め
て
は
た
し
で
原

価
償
却
を
な
し
え
た
か
ど
う
か
を
実
証
す
る
資
料
は
残
存
し
て
い
な
い
。
間
接
的
に
は
鍬
下
年
季
三
カ
年
の
決
定
を
延
期
せ
し
め
て
十
二

カ
年
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
開
発
資
本
の
償
却
を
考
慮
し
た
上
で
新
田
地
主
が
東
金
代
官
に
要
請
し
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
鍬
下
年
季
十
二
カ
年
聞
に
し
だ
い
に
新
田
百
姓
が
増
加
し
て
耕
地
を
拡
大
し
、
開
拓
後
四
カ
年
か
ら
小
作
料
を
徴
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
開
発
資
本
の
償
却
も
可
能
と
な
ろ
う
。

第
二
は
新
田
地
主
の
企
業
的
利
潤
を
あ
げ
う
る
条
件
は
、

一
部
の
研
究
者
が
新
田
の
生
産
力
が
上
昇
す
る
か
ら
、
小
作
料
を
検
見
取
で

徴
集
し
て
新
田
小
作
農
に
再
生
産
の
み
を
残
す
方
法
を
と
る
か
ら
、
新
団
地
主
の
収
入
が
増
加
し
て
、
そ
こ
か
ら
企
業
的
利
潤
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る
が
、
実
際
は
数
十
年
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
土
地
生
産
力
が
上
昇
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
(
ま
た
検
地

当
年
か
ら
か
え
っ
て
土
地
生
産
力
の
低
下
や
停
滞
す
る
新
田
も
あ
る
)
、
生
産
力
の
上
昇
だ
け
で
は
企
業
的
利
潤
を
う
る
と
と
を
望
め
な

ぃ
。
最
大
の
基
礎
は
縄
延
び
で
あ
る
。
検
地
面
積
は
実
際
の
面
積
よ
り
小
さ
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
面
積
の
差
こ
そ
利
潤
を
あ
げ
る

た
め
に
は
効
果
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
新
田
の
年
貢
を
検
地
面
積
で
納
め
、
実
際
面
積
で
小
作
農
に
小
作
せ
し
め
て
小
作
料
を
徴
集
す



る
。
こ
の
場
合
は
縄
延
び
の
面
積
だ
け
は
事
実
上
年
貢
の
か
か
ら
な
い
耕
地
と
な
る
か
ら
、
と
こ
か
ら
あ
が
る
小
作
料
は
す
べ
て
新
田
地

主
の
収
入
と
な
る
。
家
徳
新
田
の
大
縄
反
別
は
一
三
五
町
歩
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
近
世
後
期
の
名
著
と
い
わ
れ
る
大
石
久
敬
の
「
地
方

凡
例
考
」
に
塚
埼
新
田
の
検
地
を
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、

土
地
払
い
下
げ
の
場
合
の
一
聞
は
六
尺
五
寸
の
検
地
竿
に
よ
る
大
縄
反
別
で
あ

る
か
ら
、
新
田
検
地
に
は
一
聞
は
六
尺
一
分
の
検
地
竿
で
は
一
六
一
町
歩
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
検
地
帳
に
は
一
二
五
町
歩

と
あ
る
か
ら
、
縄
延
び
は
三
六
町
歩
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
均
的
に
み
て
も
、
検
地
帳
の
一
反
歩
は
実
際
は
一
反
三
畝
歩
は
あ
っ
た
。

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

も
ち
ろ
ん
こ
の
縄
延
び
は
回
よ
り
も
畑
が
大
き
く
、
畑
よ
り
山
林
地
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
検
地
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
水
田
十
二
町
歩
、
下
畑
二
二
町
歩
の
う
ち
、
水
田
六
町
歩
、
畑
六
町
九
反
歩
は
新
田
百
姓
の
自
作
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
国

地
主
の
所
有
地
は
は
じ
め
は
水
田
六
町
歩
、
下
畑
十
五
町
歩
、

回
に
す
べ
き
土
地
二
六
町
歩
と
山
林
六
三
町
歩
で
あ
っ
た
。
水
田
の
石
盛

が
中
田
九
、
中
下
回
八
、
下
回
七
、
下
々
回
六
で
あ
り
、
年
貢
は
石
盛
の
高
下
を
間
わ
ず
反
当
り
一
斗
九
升
六
合
で
あ
っ
た
。
小
作
料
は

中
国
六
斗
、
下
回
五
斗
、
下
々
回
四
斗
で
平
均
五
斗
と
す
れ
ば
、
概
数
で
は
あ
る
が
反
当
り
三
斗
の
小
作
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
畑
年
貢
は

反
当
り
一
八
文
で
あ
る
が
、
畑
の
小
作
料
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
小
作
台
帳
が
発
見
さ
れ
な
い
の
で
検
地
面
積
で
小
作
さ
せ
た
の
か
、

実
際
面
積
で
小
作
さ
せ
た
の
か
不
明
で
あ
る
(
先
進
地
帯
の
町
人
請
負
新
田
は
実
際
面
積
を
小
作
地
の
面
積
と
し
て
い
る
)
。
と
の
よ
う

に
不
明
な
点
が
多
い
の
で
新
田
地
主
の
収
入
は
確
定
で
き
な
い
。
い
い
う
る
こ
と
は
、
新
村
が
で
き
た
初
期
は
い
ま
だ
小
作
地
は
拡
大
せ

ず
未
開
発
の
ま
ま
の
土
地
が
多
く
、
そ
の
上
に
水
田
化
す
べ
き
土
地
二
六
町
歩
の
未
開
拓
地
の
年
貢
の
反
当
り
八
文
と
山
林
六
三
町
歩
の

反
当
り
七
文
の
年
貢
を
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
新
田
地
主
の
収
入
は
す
く
な
く
、
苦
し
い
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で

き
る
。
ま
し
て
開
拓
後
の
七
八
十
年
も
へ
て
、
水
田
が
排
水
不
良
の
た
め
に
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
、
そ
の
収
入
減
は
大
き
か
っ
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た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
家
徳
新
田
は
企
業
的
利
潤
を
う
る
ど
こ
ろ
か
、
年
々
損
失
を
重
ね
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
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カミ

し
か
し
近
世
後
期
に
は
新
田
経
営
が
好
転
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
戸
口
の
増
加
と
真
亀
川
の
排
水
機
能
の
上

昇
と
に
よ
っ
て
水
田
は
四
六
町
歩
、
畑
ニ
六
町
歩
と
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
現
存
す
る
質
地
証
文
二
百
通
余
を
整
理
す
れ

ば
、
新
田
百
姓
が
自
作
地
と
し
て
所
有
し
て
い
た
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
新
田
地
主
へ
質
入
れ
し
て
い
る
。
質
入
れ
件
数
と
面
積
か

ら
み
れ
ば
、
開
発
初
期
の
享
保
期
か
ら
寛
政
期
ま
で
に
新
田
百
姓
の
自
作
地
の
八

O
%が
新
田
地
主
の
所
有
地
と
な
り
、
新
田
百
姓
は
こ

の
土
地
を
改
め
て
普
通
小
作
地
と
し
て
新
田
地
主
か
ら
借
り
て
い
る
。

つ
ま
り
新
田
地
主
は
よ
う
や
く
新
田
の
耕
地
全
体
を
自
己
の
小
作

地
と
し
て
経
営
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
耕
地
拡
大
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
国
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
う
。
近
世
末
の
新
田
経
営
は
資
料
不
足
か
ら
詳
細
に
は
わ
か
ら
な
い
。
明
治
初
期
ま
で
に
家
徳
家
に
何
事
か
起
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
明
治
六
年
旧
反
別
調
査
に
は
、
家
徳
家
の
所
有
地
は
水
田
一
七
町
七
反
歩
、
畑
四
町
三
反
歩
、
山
林
九
町
一
反
歩
に
減

じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
を
新
田
百
姓
六
五
戸
の
う
ち
の
三
五
戸
に
対
し
て
小
作
さ
せ
て
い
る
小
地
主
と
変
っ
て
い
る
。
村
落
の
六
五

戸
の
新
田
百
姓
は
大
小
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
自
作
地
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
地
租
改
正
を
見
越
し
て
、
新
田
地
主
は
適
正

規
模
の
地
主
経
営
に
縮
小
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
幕
末
、
明
治
初
期
の
経
済
変
動
に
お
い
て
耕
地
を
手
離
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と
が

発
生
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
安
永
期
に
家
徳
家
は
家
徳
新
田
の

1
一2

戸
町
人
に
質
入
れ
し
て
、

に
近
い
高
二
八
八
石
・
田
畑
山
林
六
三
町
歩
を
江

同
七
年
に
三
百
両
を
返
済
し
て
こ
れ
を
と
り
戻
し
た
こ
と
も
あ
る
。

当
時
は
新
田
経
営
の
最
悪
な
時
期
で
あ

り
、
あ
る
い
は
将
来
の
見
透
し
に
悲
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
挙
に
で
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
質
地
を
と
り
も
ど
し
て
か
ら
は

前
述
の
よ
う
に
近
世
後
期
の
新
田
経
営
が
し
だ
い
に
好
転
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
家
徳
新
田
経
営
史
を
通
し
て
み
れ
ば
、
と
の
新
田
経

営
は
企
業
的
利
潤
な
ど
は
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
っ
た
。
後
進
地
帯
の
経
済
状
態
か
ら
町
人
請
負
新
田
は
経
済
的
に
み
て
先
進
地
帯
の



よ
う
に
有
利
な
企
業
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

経
済
史
、
社
会
経
済
史
で
は
通
念
と
し
て
近
世
中
期
以
降
の
新
回
開
発
は
町
人
請
負
新
田
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
と
な
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
る
特
定
の
地
域
に
限
ら
れ
た
事
実
で
全
国
的
な
事
実
で
は
な
い
。
先
進
地
帯
に
お
い
て
は
じ
め
て
言
い
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
先
進
地
帯
に
お
い
て
も
名
古
屋
藩
も
一
時
的
に
町
人
請
負
新
田
を
厳
禁
し
た
と
と
が
あ
り
、
岡
山
藩
で
も
中
期
以
降
は
禁
止
し
て

藩
営
開
発
に
き
り
か
え
て
い
る
。
先
進
地
帯
の
う
ち
で
も
幕
府
領
に
町
人
語
負
新
田
が
許
可
さ
れ
て
い
る
と
と
が
多
い
。
と
こ
で
は
旧
大

九十九里平野における塚埼新田の開発と村落構成

和
川
跡
や
大
阪
湾
岸
た
ど
が
好
例
で
あ
る
。
こ
と
に
は
企
業
的
利
潤
を
追
求
す
る
営
農
の
組
織
体
と
し
て
の
町
人
請
負
新
田
が
成
立
し

た
。
後
進
地
帯
で
は
町
人
請
負
新
田
は
す
く
な
い
。
と
く
に
大
名
領
に
は
す
く
な
く
、
町
人
請
負
新
田
の
厳
禁
し
て
い
る
藩
が
多
い
。
た

だ
町
人
資
本
が
村
受
新
国
や
藩
営
新
田
の
開
発
に
金
融
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
町
人
請
負
新
田
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
ま
た

も
し
後
進
地
帯
で
も
町
人
請
負
新
臼
の
開
発
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
多
く
は
幕
府
領
で
あ
っ
て
所
在
代
官
の
許
可
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
全

国
に
散
在
す
る
幕
府
領
は
後
進
地
帯
の
中
で
も
当
時
の
も
っ
と
も
経
済
的
活
裁
が
盛
ん
な
都
市
を
中
心
と
し
て
所
有
し
、
そ
こ
の
豪
商
の

開
発
が
多
い
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
け
る
日
本
の
大
部
分
を
し
め
て
い
る
後
進
地
帯
で
は
町
人
請
負
新
田
は
開
発
の
主
流
で
は
な
く
、
ま

れ
な
も
の
で
あ
る
の
は
、
町
人
請
負
新
田
を
開
発
し
て
も
後
進
地
帯
で
は
企
業
的
利
潤
を
う
る
と
と
も
で
き
ず
、
新
田
経
営
は
商
業
採
算

上
か
ら
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
小
論
の
塚
埼
新
田
の
経
営
も
ま
た
そ
の
例
か
ら
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
と
く
に
江
戸
周
縁
に
は
江
戸
の
豪

商
に
よ
る
新
日
開
発
は
大
阪
・
名
古
屋
周
縁
の
よ
う
に
町
人
請
負
の
新
田
開
発
が
多
く
て
も
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
数
は
す

く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
の
町
人
請
負
新
田
の
禁
止
令
に
よ
っ
て
江
戸
周
縁
は
と
く
に
き
び
し
く
制
限
し
た
か
ら
で
あ
り
、
か
つ

は
関
東
地
方
は
経
済
的
に
町
人
請
負
新
回
を
成
立
せ
し
め
う
る
基
盤
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
小
論
は

69 

千
葉
県
東
金
市
家
徳
家
の
御
厚
意
に
よ
り
そ
の
古
文
書
を
閲
覧
で
き
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
家
徳
家
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
)

f
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註
ω
菊
地
利
夫
、
新
田
開
発
、
上
下
二
巻
、
古
今
書
院
、
昭
和
三
三
年

凶
内
田
寛
一
、
九
十
九
里
平
野
に
お
け
る
人
文
の
発
達
と
海
岸
線
の
変
化
、
日
本
学
術
協
会
報
告
、
昭
和
五
年

同
青
野
寿
郎
、
九
十
九
里
浜
平
野
に
お
け
る
集
落
の
移
動
、
地
評
、
昭
和
六
年

凶
塚
埼
新
田
発
端
之
訳
、
事
保
二
十
年
、
家
徳
家
文
書

国
塚
埼
百
姓
証
文
、
享
保
二
十
年
、
家
徳
家
文
書

制
菊
地
利
夫
、
新
回
開
発
、
至
文
堂
、
昭
和
三
七
年




